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肢体不自由者のリハビリテーションにおいては，筋力や立位バランス，歩行等の運動機能を評価し，それら
の評価に基づいて治療計画が立案される。したがって評価のための計測の標準化や運動機能の諸要素間の関係
を明らかにすることが重要である。 
足趾筋力は足部形態に影響を及ぼす。また，高齢者においては，歩行・立位バランス等の身体機能や転倒と
足趾屈曲筋力との関係が報告されている。その中で足趾屈曲筋力は，転倒経験者では非転倒経験者と比較して
低下していることや前向き研究にて転倒の要因として握力は説明変数ではなかったが，足趾屈曲筋力は説明変
数であったことが示されている。また，足趾屈曲筋力トレーニングの介入を行うことにより，転倒経験者が有
意に減少したことが報告されている。このように足趾屈曲筋力への介入は，転倒予防に有用であることが示さ
れている。しかし，介入を行うにあたり，目標とする足趾屈曲筋力値やそれを示すための足趾屈曲筋力の評価
が必要になる。ところが，これまで足趾屈曲筋力の計測方法の標準化はなされておらず，先行研究によって足
趾屈曲筋力の測定方法が異なっていた。そのため，年齢層ごとおよび転倒リスクの基準値は示されていないの
に加え，過去の先行研究の足趾屈曲筋力値は一般化できない。また，測定方法の違いにより測定値がどのよう
に異なるか，および異なる理由を検討する必要があり，そのうえで測定方法を標準化することが望まれる。 
これらの問題を解決するために本研究では，健常若年者を対象に測定方法の違いによる測定値と再現性につ
いて明らかにした。また，同様の対象者において，足趾屈曲筋力発揮に関連する要因を分析した。さらに，高
齢者の歩行・立位バランス等の身体機能と下肢筋力との関係を検討する研究において，標準化した方法で計測
された足趾屈曲筋力を含めて検討を行った。 
足趾屈曲筋力の標準化を目的に行った足趾屈曲筋力に測定方法が及ぼす影響については，予備研究の結果か
ら足関節固定ベルトを使用することにし，測定条件を股・膝関節 90°足関節底背屈 0°位条件，足関節背屈位
条件，足関節底屈位条件，膝関節伸展位条件，足部外転位条件，足部内転位条件，立位条件の 7条件で実施し
た。その結果，股・膝関節 90°足関節底背屈 0°位条件，足部外転位条件，足部内転位条件で測定された足趾
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屈曲筋力は，足関節底屈条件，膝関節伸展条件より，有意に高値を示した。また，級内相関係数（1，1）から
判断する再現性は，男性および女性ともに股・膝関節 90・足関節底背屈 0°位条件が他の条件より高いことが
示された。これらのことから，足趾屈曲筋力の測定は，股・膝関節 90°足関節底背屈 0°位条件で行うが推奨
されることが示された。 
次に行った足趾屈曲筋力発揮の関連因子については，足趾屈曲筋力発揮時における足関節角度の変化と下肢
の筋活動を計測し，足趾屈曲筋力との関係を検討した。測定項目は，足趾屈曲筋力発揮時の電気角度計から得
られる足関節角度，表面筋電図から得られる大腿直筋と大腿二頭筋長頭，前脛骨筋，腓腹筋内側頭の筋活動量
（最大随意収縮時を 100％とした積分筋電活動量，％IEMG）とした。その結果，足趾屈曲筋力発揮時には，男
女ともに平均約 3度，背屈方向へ偏位していることや下肢筋の筋活動量が大腿部で 3.1～31.9％，下腿部が35.5
～50.9％認められた。これらのことから，足趾屈曲筋力発揮時には，下腿筋群の同時収縮，特に拮抗筋である
前脛骨筋が重要な役割を果たしており，足関節背屈と，それによる足関節安定化，さらに腱固定作用が強い足
趾屈曲筋力と関係していることが示された。また，足形態と足趾屈曲筋力と関係する因子の検討では，測定項
目を足趾屈曲筋力と足部柔軟性，足部アーチ効率とした。足趾屈曲筋力を従属変数，身長や体重などの身体的
特性，足部柔軟性，足部アーチ効率を独立変数従属変数とした重回帰分析を行った。その結果，男性では足部
柔軟性と足部アーチ高率の 2項目，女性では足部柔軟性が抽出された。 
さらに標準化された方法で測定した足趾屈曲筋力を測定項目に含め，地域在住高齢者の歩行・立位バランス
等の身体機能と下肢筋力との関係を検討した。測定項目は，下肢遠位筋の指標として足趾屈曲筋力に加え，下
肢筋位筋の指標として大腿四頭筋筋力，体幹期の指標として上体起こし，運動機能の指標としてTimed Up and 
Go Test (TUG)，片足立ち時間，最大歩行速度とした。TUG，片足立ち時間，最大歩行速度のそれぞれを従属変
数，年齢，身長，足趾屈曲筋力，大腿四頭筋筋力，上体起こしを独立変数とした重回帰分析を行った。その結
果，TUGでは女性の前期高齢者および後期高齢者が足趾屈曲筋力と大腿四頭筋筋力，男性の前期高齢者が大腿
四頭筋筋力，後期高齢者では足趾屈曲筋力が関係する因子として抽出された。また，片足立ち時間では男性の
後期高齢者が大腿四頭筋筋力，最大歩行速度では女性の前期高齢者および後期高齢者が大腿四頭筋筋力，後期
高齢者が足趾屈曲筋力，男性の前期高齢者が大腿四頭筋筋力，後期高齢者では足趾屈曲筋力が関係する因子と
して抽出された。これらのことから，前期高齢者および後期高齢者において，TUGや最大歩行速度など移動能
力に関する運動機能と大腿四頭筋筋力や足趾屈曲筋力との間に関係を認め，それぞれの筋力が強いほど移動能
力の成績は良好であった。また，TUGや最大歩行速度など移動能力に関係する筋力は，運動課題，年齢と性別
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によって異なることが示された。 
 
